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1.はじめに 工法である。「とび粉」は，水で境持すると著しい粘性

のり面緑化工法に種子吹付工法が取り入れられて既に をもつよ うになり，その効果は，昔から壁土粘着剤とし

久しい年月が経過している。そして種子吹付工法も，最 て，今でも蚊取線香の粘着剤として使用されている。

近は厚膚の客土吹付が開発されるようになり，かなり厳 このピーエムザイを砂質土等に混合して，のり面に吹

しい施工条件の緑化が，防災効果を高める内容の設計と 付けた場合，吹付材料はかなりの塑性を持ち，のり面に

相まって普及している。 定着する。そして更に望ましいことには，種子が発芽し

さて，これらの工法が開発される銘棒は，各社それぞ て生育活動が活発になると，ピーエムザイは分解されて

営の経験と研究に基づいているが，いずれの工法も植生 養分となって吸収されていく。 つまり吹付客土の粘着安

基盤の充実による植生の持久性を高めることと，繊維ネ 定剤と，元肥的な肥料効果を有する 2つの大きな特性を

ットや金網類の併用による，防災効果を高めることに開 持っている。

発のポイントを置いている。 PM剤の一般成分

特に切取のり面における在来の種子吹付工法が，単な

る牧草種子散布にすぎない施工方法で成功したとしても

施工年か翌年は緑化が隆盛をみせるが， 3年目以後にな

ると表退の兆が見え，特定種の株化がはじまり，赤裸の

斜面にかろ うじて点状に植生が生育しているような惨状 私たちの試験施工は， 通称黒ぼく と呼ばれる植壌上ゃ

になってしま うことが多かった。 浅間山の噴出物である浅間砂(黒色の火山灰〉や，洗砂

2. ピーエムザイと緑化工法 等施工地方の，それぞれの特徴ある客土材料を使用して

私たちの開発したピーエム緑化工法とは，ピーエムザ 行ってきた。 吹付厚は 15cm，...._，2.0cm.程度で、あったが，そ

イと呼んでいる群馬県地方特産のこんにゃく芋から，こ のいずれと もピーエムザイは，幅広い適応性を持ち良好

んにゃく粉を精製する時に発生する 「とび粉」を主材料 な結果が得られている。しかし，肥料効果としては若干

とした純植物性の粉末を，粘着剤兼肥料として使用する 活性に乏しく，必ずしも完全で、はありえず，各種の肥料

写真一1PM工法実施後30日 を検討して配合使用する必要があった。

3. コーティンゲ肥料の必要性

私たちは，化学肥料でピーエム工法に新

たな力を附与すべく， いろいろと情報を求

めた。私たちの求めた肥料の条件は，ピー

エムザイを補って， なるべく長期間その効

果をもたらす肥料であった。 これまで主と

して使用してきた高度化成は，施工年にお

ける効果は顕著なものがあったが，3年目

頃から肥料不足による草勢の表退化が目立

ち，植生の活着を実現するには難があった。

それは年次を追って調査をすれば，あき

らかになり，緑色が隆盛な個所は，地山が

軟らかく ，自然の客土が10cm以上あるとこ

ろか，湧水個所で周辺が軟らかくなってい
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写真一2 在来工法による緑化実績 エムザイがその使命を果してくれるので元

肥以後の肥効を持たせるため，コーティン

グ肥料を設計に組み入れている。施工はモ

ルタル吹付機(湿式〉により吹 りつけて，

良好な結果をみることが出来た。

その結果，榛名山僅から産出する軽石砂

や魔の谷川で知られている谷川岳の真下を

貫通する関越自動車道のトンネルから搬出

されるズリを砕いて造られる砕砂いわゆる

発生砂や，榛名二つ岳の軽石泥流層の山砂

も，普通のモルタノレ吹付と同じように施工

が出来るようになった。

はじめに客土層を吹付て，その上に種子

を吹付けるいわゆるこ層吹付の方法で施工

しているが発芽状況L 生育状況もコーテ

ィング肥料とピーエムザイの相乗的効果で良好である。
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写真一3 コーティンゲ肥料を使用したピー

エム工法の緑化実績

性のある肥料を施用することが必要である。元肥はピー まないところである。


